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社団法人全国高等専門学校体育協会マーク

手は技術を表わす。

手を開いた親指の部分を首,他の 4本を翼にして,鳩を表徴 して

いる。

鳩は平和と共に伝書鳩の速力と正確さを表徴する。

下の楕円は大地を意味し,技術がしっかりと地についたものであ

ることを求める。

心,技,体の 3つ が立派に調和した姿を青年諸君に強く期待する。

私はこのような心持でこのマークを作ったのである。

昭和42年盛夏             赤澤 鉱太郎

全国高等専門学校体育協会マーク

一九
　
一九 京都市染色試験所図案部長

京都高等工芸学校助教授

作家のご紹介
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あ い さ つ

財団法人 日本バ ドミントン協会

会 長 櫻 内 義 雄

このたび,第 21回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会が,岐阜メモリアルセンターふれ愛

ドームで開催されますことは誠に喜ばしいかぎりであります。

全国各地の予選を勝ち抜かれ,晴れの代表として出場された選手諸君はこれまでたゆまぬ練習をつ

まれ,本大会を目指してこられたものと推察いたします。日頃の成果を存分に発揮され,正 堂々々と,

全力を尽くし,輝かしい成績を挙げられることを期待しております。

本大会は競技技術の向上はもとより,心身の成長を培い,健全なスポーッ精神を養う場でもありま

す。勝敗のみにこだわることなく, この大会を機に,高等専門学校相互の親睦や交流がよリー層深め

られ, さらに,本大会で得られた友情や交流の経験が今後の諸君の人生の中で生かされることを願っ

てやみません。

おわりに,本大会の開催にあたりご尽力をいただきました関係者の皆様に深く感謝の意を表します

とともに,本大会の成功と今後のご発展を心からお祈り申し上げまして挨拶といたします。
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あ い さ つ

社団法人 全国高等専門学校体育協会

会 長 斉 藤 正三郎

このたび,日本アルプスを仰ぎ見る風光明媚な自然に恵まれたここ東海

北陸を担当地区として開催されます第32回全国高等専門学校体育大会に,

全国62の高等専門学校を代表する学生諸君が集い,盛大なる若人の祭典が

開催される運びとなりましたことは,誠に喜びにたえません。

石川工業高等専門学校を担当校とし,同校ならびに富山工業高等専門学

校,富山商船高等専門学校,金沢工業高等専門学校,福井工業高等専門学校,岐阜工業高等専門学校,

沼津工業高等専門学校,豊田工業高等専門学校,鳥羽商船高等専門学校,鈴鹿工業高等専門学校,神

戸市立工業高等専門学校の11校を開催校として行われるこの大会に,全国 8地区の予選を勝ち抜いて

出場の栄誉を得られた諸君が,14種目の競技において日頃の鍛錬の成果を余すことなく発揮され,正々

堂々全力を尽くして健闘されるとともに,競技を通じて相互の友情を深められることを期待してやみ

ません。

本大会の目的は,高等専門学校教育の一環として,学生に広くスポーツ実践の機会を与え,技術の

向上とアマチュアスポーツ精神の高揚をはかり,心身ともに健康な学生を育成し,加えて高等専門学

校相互の親睦をはかることにあります。

諸君ひとりひとりはこの大会の目的を念頭におかれ,高等専門学校の学生として, またスポーツマ

ンとしてふさわしい節度ある行動のもとに,所期の目的を達成されるよう切望いたします。

終わりに,本大会の開催に当たり,並々ならぬご尽力をいただきました各競技開催校の関係各位に

深く感謝いたしますとともに, ご後援くださいました文部省, 日本体育協会,富山県,石川県,福井

県,岐阜県,静岡県,愛知県,二重県,富山市,新湊市,金沢市,野々市町,津幡町,鯖江市,武生

市,丸岡町,岐阜市,沼津市,韮山町,豊田市,鳥羽市,伊勢市,鈴鹿市,神戸市をはじめ多数の関

係機関,関係団体,ま たご協力くださいました多くの皆様に対し厚く御礼申し上げます。
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祝  辞

文部大臣 小 杉   隆

第32回全国高等専門学校体育大会が,全国から多数の選手・役員の参加

を得て,盛大に開催されるに当たり,一言お祝の言葉を申し上げます。

近年,我が国の社会は,経済的・物質的豊かさの中で自由時間の増大 ,

高齢化社会の進展,価値観の多様化など,著 しい変化を見せております。

このような社会の中で,21世紀にわたり我が国が活力ある社会であり続け,

国民が豊かでゆとりをもった幸福な人生を送るためには,国民一人ひとりが日常生活の中でスポーツ

に親 しみ,健康で明るく活力に満ちた生活を送ることが望まれます。

本大会に参加された選手の皆さんは,日 ごろからスポーツに親しみ充実 した学校生活を過ごされて

いることと思います。このことは,皆さんが生涯にわたってスポーツを愛好 し充実した生活を送られ

る上で誠に有意義なことであり,今後の人生においても貴重な体験となることと思います。

選手の皆さん,本大会は我が国の高等専門学校における体育の一大イベントであります。どうか各

競技において日ごろ鍛えられた力と技を存分に発揮し,若者らしくはつらつとした競技を展開してく

ださい。そして,全国各地から集まった仲間との友情を深められるとともに,た くさんの良き青春の

思い出をつくっていただきたいと思います。

終わりに,本大会の開催に御尽力された関係の皆様に深く敬意を表しますとともに,本大会が今後

ますます発展していくことをお祈りして,お祝の言葉といたします。
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あ い さ つ

第32回全国高等専門学校体育大会

実行委員長 横 山 恭 男

全国の高等専門学校62校を代表する2,000名 を越える若い高専生集団を,

ここ東海北陸地区及び近畿地区にお迎えし,第 32回全国高等専門学校体育

大会を盛大に開催できますことは誠に喜びにたえません。開催校の各高等

専門学校及び担当校を代表して心から歓迎申し上げます。

東海北陸地区においては,富山 (水泳),富山商船 (陸上, テニス),石

川 (ソ フトテニス,ハ ンドボール),金沢 (バスケットボール,卓球),福井 (サ ッカー),岐阜 (バ

ドミントン),沼津 (硬式野球),豊田 (バ レーボール),鳥羽商船 (柔道),鈴鹿 (剣道)に近畿地区

の神戸市立 (ラ グビーフットボール)を加えた計11高専において,それぞれ14種 目を分担 して開催い

たすこととして準備して参りました。全国大会が東海北陸地区を中心に開催されるのは,1989年 (平

九)に続いて今回が 7回 目であります。

東海北陸地区は太陽と緑に恵まれ,開催地は相互に高速道路で結ばれており,各地とも歴史と伝統

に育まれたすばらしい文化と産業のある所です。

北陸には,立山,白山など有名な公園や観光地があり,東海には箱根を代表とする国立公園と太平

洋を望むすばらしい海岸の景勝地があり,ま た,各地ではおいしい料理も楽しめるかと思います。こ

の機会に当地の史跡や地域の発展の姿をご覧いただき, また,地元の人々の生活にも触れていただき

たいと思います。

今大会のシンボルマークは,北陸・東海を隔てて連結する緑豊かな秀嶺の中部山脈を背景に, 5つ

の輪が高専の 5学年を指 し,その中で若者が競い合い一体となって勝負を超越した感動空間を目指 し

ている姿を表 したものであり, これは参加記念のメダルにも使用されているものです。

躍動する青春の 1ページを当地で派手やかに飾られんことを祈っております。

開催校の全学生,教職員は,参加される皆様が競技に十分な力を発揮され,少 しでも快適で楽 しい

ひとときを過ごしていただけるよう準備してまいりました。 しかし,未だ至らない点も多々あるかと

思いますが,お許しをいただきたいと存じます。

各開催校の方々から,格別のご支援とご協力をいただきましたことを, この場をお借りして厚く御

礼申し上げます。

最後に,本大会を開催するに当たり,多大なご支援とご協力を賜りました関係各位に対 し心から感

謝申し上げますとともに,本大会が成功裡に終了できますよう,一層のお力添えをお願い申し上げて,

歓迎のご挨拶といたします。
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第32回全国高等専門学校体育大会実施要項

1.開催趣旨
全国高等専門学校体育大会は,高等専門学校教育の一環として,学生に広くスポーツ実践の機会を

与え,技術の向上とスポーッ精神の高揚を図り,心身ともに健康な学生を育成するとともに高専相互
の親睦を図ることを目的として開催する。

主  催
社団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

全国高等専門学校体育協会

日本バスケットボール協会

日本バレーボール協会

全日本柔道連盟

日本サッカー協会

日本ラグビーフットボール協会

日本ハンドボール協会

日本テニス協会

日本バ ドミントン協会

3.後  援
文 部 省

0日本体育協会,0日 本ソフトテニス連盟,0全 日本剣道連盟,動 日本水泳連盟
富山県,石川県,福井県,岐阜県,静岡県,愛知県,二重県
富山県教育委員会,石川県教育委員会,福井県教育委員会,岐阜県教育委員会,静岡県教育委員
会,愛知県教育委員会,二重県教育委員会,兵庫県教育委員会
富山市,新湊市,金沢市,野々市町,津幡町,鯖江市,武生市,丸岡町,岐阜市,沼津市,韮山

町,豊田市,鳥羽市,伊勢市,鈴鹿市,神戸市

富山市教育委員会,新湊市教育委員会,金沢市教育委員会,野々市町教育委員会,津幡町教育委

員会,鯖江市教育委員会,武生市教育委員会,丸岡町教育委員会,岐阜市教育委員会,沼津市教

育委員会,韮山町教育委員会,豊田市教育委員会,鳥羽市教育委員会,伊勢市教育委員会,鈴鹿

市教育委員会,神戸市教育委員会
0富 山県体育協会,m石 川県体育協会,m福 井県体育協会,0岐 阜県体育協会,助 静岡県
体育協会,m愛 知県体育協会,ω 二重県体育協会,0富 山市体育協会,m新 湊市体育協会,
金沢市体育協会,津幡町体育協会,鯖江市体育協会,武生市体育協会,丸岡町体育協会,岐阜市

体育協会,沼津市体育協会,韮山町体育協会,豊田市体育協会,鳥羽市体育協会,伊勢市体育協

会,鈴鹿市体育協会

富山陸上競技協会,富山県テニス協会,富山市テニス協会,富山県水泳連盟,富山市水泳協会,

石川県バスケットボール協会,石川県ソフトテニス連盟,金沢市ソフトテニス協会,津幡町ソフ

トテニス協会,石川県卓球連盟,金沢市卓球協会,石川県ハンドボール協会,金沢市ハンドボー

ル協会,福井県サッカー協会,岐阜県バドミントン協会,静岡県野球連盟,愛知県バレーボール

協会,二重県柔道協会,二重県剣道連盟,鈴鹿市剣道協会

朝日新聞社,中 日新聞社,毎日新聞社,読売新聞社, 日本経済新聞社, 日刊工業新聞社, 日本工

業新聞社,文教ニュース社
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4.担当地区  東海北陸地区

5.担 当 校  石川工業高等専門学校

6.開 催 校 富山工業高等専門学校,富山商船高等専門学校,福井工業高等専門学校
岐阜工業高等専門学校,沼津工業高等専門学校,豊田工業高等専門学校
鳥羽商船高等専門学校,鈴鹿工業高等専門学校,神戸市立工業高等専門学校
金沢工業高等専門学校,石川工業高等専門学校

7.大会期日 平成 9年 8月 6日 (水)07日 (木)08日 (金)09日 (土)・ 10日 (日 )・
11日 (月 )012日 (火 )

平成10年 1月 4日 (日 )05日 (月 )07日 (水)09日 (金 )
(冬季は, ラグビーフットボール競技のみ)

8.競技種目・競技日程・開催校・競技会場 別紙のとおり

9,大会事務局
第32回全国高等専門学校体育大会事務局を,石川工業高等専門学校内に置く。

各種目ごとの事務局は当該競技開催校に置く。

10.競技方法 各種目別競技実施要項による。

11.参加資格及び参加人数

全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成 6年 3月 29日 総会)及び各種目別競技実施要
項による。

12.表  彰
全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成 6年 3月 29日総会)及び各種目別競技実施要
項による。

13.参加申込方法 各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

14.競技の組合せ 各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

15.選手の変更  各種目別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法による。

16.開会式及び閉会式

(1)総合開会式は実施しない。

(2)種 目別開会式及び閉会式については,各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法
による。

17.打合せのための時間

各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。
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18.分担金及び参加料

(1)分担金

分担金は, 1校当たり225,000円 とし,別途,社団法人全国高等専門学校体育協会事務局か

ら請求書が送付されるので,それにより社団法人全国高等専門学校体育協会事務局に納付

する。

(2)参加料

ア.団体戦は,各種目別競技実施要項記載の金額とする。 1チ ーム当たりの金額は,「 1,500

円×最大登録選手数」により積算する。 (た だし, ラグビーフットボールは, 1チ ーム

当たり3,000円 とする。)

イ.個人戦は,選手 1人当たり1,500円 とする。
ウ.団体戦に参加した選手が個人戦に参加する場合は,重複して参加料は徴収 しない。
工.納付は,各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。なお,既納の参加

料は返還 しない。

19.宿   舎   宿舎の斡旋を希望する学校には,競技開催校で斡旋する。

20。 そ の 他

(1)選手の競技中の事故については,開催校側で応急処置を施すが,そ の後の処置は当該校で

行うこと。

(2)選手は,必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。
(3)日 本体育・学校健康センター所定の用紙を各学校で持参すること。

-8-



大 会 役 員

名 誉 会
ω日本バレーボール協会会長

側 全 日本 柔 道 連 盟 会 長

0日 本 サ ッカー協会会長

0日 本ハンドボール協会会長

0日 本 テ ニ ス協 会 会 長

0日本バ ドミントン協会会長

中牟田 喜一郎
櫻 内 義 雄

育英工業高等専門学校長

富 山商船高等専門学校長

金沢工業高等専門学校長

岐阜工業高等専門学校長

豊 田工業高等専 門学校長

鈴鹿工業高等専門学校長

0日 本 テニス協会副会長

0日 本 テニス協会副会長

鋤日本バドミントン協会副会長

0日本バドミントン協会専務理事

勉

光

健

功

一丁

井

納

沼

倉

長

村

嘉

長

米

会   長
宮城工業高等専門学校長  斉 藤 正三郎

副 会 長
札幌市立工業高等専門学校長

富 山工業高等専門学校長

石川工業高等専門学校長

福井工業高等専門学校長

沼津工業高等専門学校長

鳥 羽商船高等専門学校長

ω日本ハンドボール協会専務理事

0日 本 テニ ス協会副会長

働日本バドミントン協会副会長

m日本バドミントン協会副会長

清

清

慶

生

一

之

一

一

一

雅

昭

幸

成

泰

榮

清

栄

川

岡

津

頭

田

原

延

田

飼

及

堀

沖

鬼

戸

若

川

戸

小

清

雄

男

靖

雄

人

夫

賞

生

輔

和

恭

久

富

幸

重

　

開

民

家

下

山

越

下

島

澤

條

口

貫

・
ヽ

清

宮

横

生

山

飯

中

西

山

綿

県

県

県

川

阜

知

石

岐

愛

峰

之

郎

郎

進

豊

雄

延

恭

雄

之

正

孝

二

三

廣

　

幸

嘉

正

盛

木

西

山

渕

橋

沖

田

川

川

西

々佐

安

景

川

古

中

栗

石

北

寺

事

事

事

事

長

日

ロ

ロ

ロ

育

牛

ハ
　

″
十
ハ
　

準
ハ
　

″
十ハ

教

県

県

県

県

県

山

井

岡

重

―

富

福

静

三

石

フランス・ヘンドリックス

顧 問

文 部 省 体 育 局 長

働日本バスケットボール協会会長

ω日本サ ッカー協会副会長

鋤日本ハンドボール協会副会長

文 部 省 高 等 教 育 局 長

ω 日 本 体 育 協 会 会 長

0全 日本 剣 道 連 盟 会 長

働日本サ ッカー協会副会長

0日 本 水 泳 連 盟 会 長

規

吉

郎

英

一

智

兵

俊

佳

藤

　

　

野

邊

工

辻

岡

渡

室
思
　
ケ的

正本

原

谷

梶

事

事

映
　
一

宗

俊

田

澤

飯

稲

長

長

育

育

教

教

県

県

山

井

富

福

生
バ
　
　
生
バ
　
　
と
バ 事  鈴 木 ネL 治
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忠

夫敏

野

川

大

田

長

長

育

育

教

教

県

県

岡

重

静

三

祐

三

康

彦

木

田

松

安

長

長

忠

衛

一　
男

正

光

藤

谷

加

水

長

長

町

市

市

町

市

市

市

市

湊

江

岡

津

田

勢

新

野

鯖

丸

沼

豊

伊

男

廉

一

保

剛

男

勇

三

均

栄

夫

子

彦

治

吉

治

徳

健

豊

吉

二

恭

祐

一

雄

雄

正

宥

男

作

久

雄

壮

明

詮

博

司

之

修

賀

　

　

右

　

　

　

　

　

志

　

　

　

　

　

　

賀

治

　

正

　

　

勅

　

文

　

　

哲

多

恒

泰

左

静

光

　

　

熊

斗

正

康

嘉

美

秀

俊

多

経

東

嘉

達

尚

徹

　

　

健

信

比

藤

橋

出

田

木

野

辺

村

藤

島

原

邊

内

藤

松

村

下

沖

木

藤

川

木

川

濃

島

里

末

藤

田

瀬

田

田

中

田

原

竹

井

野

日

伊

正

山

矢

三

浅

渡

井

加

大

石

渡

垣

後

植

川

山

中

八

斉

北

松

桜

美

川

下

貞

伊

西

早

安

岡

竹

半

金

大

安

杉

長

長

育

育

教

教

県

県

阜

知

岐

愛

富 山 市 長

金 沢 市 長

津 幡 町 長

武 生 市 長

岐 阜 市 長

韮 山 町 長

鳥   羽   市   長

鈴 鹿 市 長

富 山 市 教 育 長

金 沢 市 教 育 長

津 幡 町 教 育 長

武 生 市 教 育 長

岐 阜 市 教 育 長

韮 山 町 教 育 長

鳥 羽 市 教 育 長

鈴 鹿 市 教 育 長

働 富 山 県 体 育 協 会 長

0福 井 県 体 育 協 会 長

長 西 沢 省 三

匡  ~占  ィヽ
又  同  居

長  斎 藤

吾

俊

平

造

武

昭

治

栄

昌

仁

堅

　

充

孝

岡

村

森

渕

女

田

井

月

糸

田

大

鰐

五

吉

向

秋

夫

治

一

嗣

央

三

弘

伸

蔵

外

利

礼

正

喜

義

照

　

銀

賀

沢

口

木

橋

杉

木

中

　

幡

木

米

田

鈴

正

小

茨

田

林

小

八

雄

雄

夫

樹

朗

平

彦

雄

蔵

修

美紀

達

邦

重

一

半

幸

　

文

上

田

野

門

　

谷

田

本

藤

野

大

安

宇

大

岡

米

松

宮

加

杉

長

長

去ロ
　
ョＦ教

教

‥町

．‐

市

湊

々

新

野

長

長

育

育

教

教

市

市

田

勢

豊

伊

鯖 江 市 教 育 長

丸 岡 町 教 育 長

沼 津 市 教 育 長

働 新 湊 市 体 育 協 会 長

津 幡 町 体 育 協 会 長

武 生 市 体 育 協 会 長

岐 阜 市 体 育

韮 山 町 体 育

鳥 羽 市 体 育

鈴 鹿 市 体 育

富 山 陸 上 競 技 協 会 長

富 山 市 テ ニ ス 協 会 長

富 山 市 水 泳 協 会 長

石川県ソフトテニス連盟会長

津幡町 ソフ トテニス協会長

金 沢 市 卓 球 協 会 長

金沢市ハ ンドボール協会長

岐阜県バ ドミントン協会長

愛知県バ レーボール協会長

二 重 県 剣 道 連 盟 会 長

帥 石

0岐

0愛

0富

金 沢

鯖 江

丸 岡

沼 津

豊 田

伊 勢

川 県 体 育 協 会 長

阜 県 体 育 協 会 長

知 県 体 育 協 会 長

山 市 体 育 協 会 長

市 体 育 協 会 長

市 体 育 協 会 長

町 体 育 協 会 長

市 体 育 協 会 長

市 体 育 協 会 長

市 体 育 協 会 長

富 山 県 テ ニ ス 協 会 長

富 山 県 水 泳 連 盟 会 長

石川県バスケットボール協会長

金沢市 ソフ トテニス協会長

石 川 県 卓 球 連 盟 会 長

石川県ハ ンドボール協会長

福 井 県 サ ッ カ ー協 会 長

静 岡 県 野 球 連 盟 会 長

二 重 県 柔 道 協 会 長

鈴 鹿 市 剣 道 協 会 長

長

長

〈
本
　
△
本

協

協

育

育

体

体

県

県

岡

重

静

三

０

働

長

長

長

長

△
本
　
△
本
　
〈
本
　
△
ム

協

協

協

協
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参
μ
」子

秋 田工業高等専門学校長

木更津工業高等専門学校長

津 山工業高等専門学校長

久留米工業高等専門学校長

帥日本テニス協会実行委員長

苫小牧工業高等専門学校長

小 山工業高等専門学校長

奈良工業高等専門学校長

新居浜工業高等専門学校長

0日 本テニス協会専務理事

郎

兵

力

宏

二

志

勝
　
　
　
　
耕

□

谷

田

田
　

　

中

高

山

和

谷

田

郎

一二

和

平

二

哲

淳

秀

良

操

間

口

岡

谷

久佐

山

福

板

南
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実 行 委 員 会

実 行 委 員 長

石川工業高等専門学校長  横 山 恭 男

副 委 員 長

富 山工業高等専門学校長

金沢工業高等専門学校長

岐阜工業高等専門学校長

豊 田工業高等専門学校長

鈴鹿工業高等専門学校長

石川工業高等専門学校教務主事

清

靖

雄

人

夫

勉

久

富

幸

安

川

越

下

島

本

田

及

生

山

飯

松

前

雄

清

慶

生

一

保

和

雅

昭

幸

成

清

下

岡

津

頭

田

井

宮

堀

沖

鬼

戸

今

郎

洋

則

作

男

龍

　

　

正

興

治

茂

逸

美

男

朗

子

誠

介

雄

瑛

正

三

芳

瑞

　

俊

一

富 山商船高等専門学校長

福井工業高等専門学校長

沼津工業高等専門学校長

鳥羽商船高等専 門学校長

神戸市立工業高等専門学校長

石川工業高等専門学校学生主事

ラ民
ちて 貝

富山工業高等専門学校学生主事

金沢工業高等専門学校学生主事

岐阜工業高等専門学校学生主事

豊田工業高等専門学校学生主事

鈴鹿工業高等専門学校学生主事

富山工業高等専門学校体育主任

石川工業高等専門学校体育主任

福井工業高等専門学校体育主任

沼津工業高等専門学校体育主任

鳥羽商船高等専門学校体育主任

神戸市立工業高等専門学校体育主任

富山商船高等専門学校事務部長

金沢工業高等専門学校事務局長

岐阜工業高等専門学校事務部長

豊田工業高等専門学校事務部長

鈴鹿工業高等専門学校事務部長

田

井

本

邊

瀬

井

村

田

又

林

本

井

西

木

山

戸

寺

松

川

渡

長

松

西

島

勝

村

岸

涌

宮

鈴

青

宍

郎

雄

一　
　
士
心

紳

外

富山商船高等専門学校学生主事

福井工業高等専門学校学生主事

沼津工業高等専門学校学生主事

鳥羽商船高等専門学校学生主事

神戸市立工業高等専門学校学生主事

富山商船高等専門学校体育主任

金沢工業高等専門学校体育主任

岐阜工業高等専門学校体育主任

豊田工業高等専門学校体育主任

鈴鹿工業高等専門学校体育主任

富山工業高等専門学校事務部長

石川工業高等専門学校事務部長

福井工業高等専門学校事務部長

沼津工業高等専門学校事務部長

鳥羽商船高等専門学校事務部長

神戸市立工業高等専門学校事務室長

雄

弘

治

己

明

祐

清

久

郎

三

人

紀

夫

弘

博

一

槙

邦

紘

秀

利

光

　

武

道

雄

彦

輝

貞

昌

正

圭

保

谷

林

田

田

黒

慶

山

藤

崎

窪

山

藤

部

野

観

谷

久

新

平

原

藤

石

大

青

伊

宮

大

西

後

長

平

静
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第32回全国高等専門学校体育大会 一大会本部―

担当校 :石川工業高等専門学校

競 技 種 目 競 技 日 程 競技開催校 競 技 会 場

陸 上 競 技 8月 9日 (土 ) 富山商船高専
富山県総合運動公園陸上競技場

富山市南中田368

バ スケ ッ トボ ール
8月 9日 (土)～
8月 10日 (日 )

金 沢 高 専
金沢市総合体育館

金沢市泉野出町 3-8-1

バ   レ ボ ル
8月 9日 (土)～
8月 10日 (日 )

豊 田 高 専
豊田市体育館

豊田市八幡町 2-20

ソ フ ト テ ニ ス
8月 9日 (土)～
8月 10日 (日 )

石 川 高 専
金沢市営東金沢テニスコート

金沢市三池240-1

卓 球
8月 9日 (土)～
8月 10日 (日 )

金 沢 高 専
金沢高専第二体育館

金沢市久安 2-270

柔 道 8月 9日 (土 ) 鳥羽商船高専
二重県営サンアリーナ

伊勢市朝熊町字鴨谷4384-4

貪1 道 8月 9日 (土 ) 鈴 鹿 高 専
鈴鹿市立体育館

鈴鹿市江島台 1-1-1

硬 式 野 球
8月 9日 (土)～
8月 10日 (日 )

沼 津 高 専

あしたか県営野球場

沼津市足高202

韮山町営野球場

田方郡韮山町多田860

サ  、ソ  カ

ラグビーフットボール

8月 9日 (土)～
8月 12日 (火 )

福 井 高 専
丸岡町営まるおかスポーツランド

坂井郡丸岡町長崎 6字69

平成Ю年 1月 4日・

5日 07日・ 9日
神戸市立高専

神戸総合運動公園陸上競技場

神戸市須磨区緑台

ハ ン ド ボ ー ル
8月 6日 (水)～
8月 7日 (木 )

石 川 高 専
金沢市総合体育館

金沢市泉野出町3-8-1

ア ス
8月 6日 (水)～
8月 8日 (金 )

富山商船高専
富山県岩瀬スポーツ公園テニスコート

富山市森 5-1-17

バ ド ミ ン ト ン
8月 9日 (土)～
8月 10日 (日 )

岐 阜 高 専
岐阜メモリアルセンター(ふれ愛 ドーム)

岐阜市長良福光大野2675-28

|

富 山 高 専
富山市民プール

富山市東中野町 3-2-6水 泳 8月 9日 (土 )
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多津i32 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第21回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会



歓迎のごあいさつ

岐阜県バ ドミントン協会

会 長 大 竹 健 司

このたび,第 21回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が,織田信長ゆかりの歴史と水のま

ち,岐阜市メモリアルセンター「ふれ愛 ドーム」で全国から厳しい予選を勝ち抜いた選手の皆さんや

監督,役員の方々をお迎えして盛大に開催されますことは,誠に喜ばしく心から歓迎申し上げます。

本大会は,全国の高等専門学校でバ ドミントンを愛好する皆さんが一堂に会する最大のイベントで

あり, 日頃の練習を通 して習得した技術を発揮する場であるとともに,互いの親睦と友好を深めるま

たとない機会であります。

どうか選手の皆さん,厳 しい暑さの中ですがさわやかに競技をして下さい。そしてここに集まった

全国の仲間と友情を育み,青春の良き思い出となることを期待して止みません。

本県バ ドミントン協会にあっては,岐阜県が掲げる「スポーツ王国, ぎふ」の一躍を担うべく,ノl、

中,高生からの一貫 した選手強化策は申すに及ばず,一般,家庭婦人や職場スポーツとしてのバ ドミ

ントンの普及発展強化を図り,健康で豊かな郷土づくりに努力を続けているところであります。

このような折りに,本大会が開催されますことは,必ずや当協会の発展に大きく寄与するものと確

信しております。

終わりに,本大会の成功と今後のご発展を心から祈念申し上げますとともに,本大会の開催にあた

りご尽力をいただきました関係者の皆さまに厚くお礼申し上げ歓迎のあいさつといたします。
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歓迎のごあいさつ

岐阜工業高等専門学校

校 長 7中  津:  日召  慶

若者の季節とされる盛夏のこの時期に,全国各地区の予選を勝ち抜いて代表となり, この岐阜の地

に集われました選手の皆さん並びに関係職員の皆様を,岐阜高専は全国大会の主管校として心から歓

迎いたします。

申すまでもなく課外活動は学習と並ぶ高専教育の支柱であります。この体育大会は,競技力の向上

をはかるとともに,若者の健全な身体と精神を培うことを大きな目的としております。

バ ドミントン競技は,瞬発力や敏捷さがとくに必要とされるスポーツ競技といわれています。さら

にダブルスの場合はチームヮークも重要であります。選手の皆さんは,今 日,明 日2日 間のそれぞれ

の試合において精一杯戦い,母校と地区の栄誉のために, 日頃の練習の成果を十三分に発揮されるこ

とを願っています。

この競技場の近くには岐阜県のほぼ中央を流れる長良川があり, この季節には夜になると全国的に

知られた「長良川鵜飼」を見ることができます。今はその最盛期で鵜匠の巧みな手縄さばきが見られ

ます。ご来県の思い出にご覧いただければと思いご案内いたします。

本大会は日本バ ドミントン協会と全国高等専門学校体育協会 (専体協)と の共催のもとで,岐阜県

バ ドミントン協会と専体協および岐阜高専との主管により実施されるものであります。

開催にあたり多大のご支援, ご後援をいただいた,岐阜県,岐阜市とその関係諸団体,な らびに役

員各位に深く感謝申し上げましてご挨拶といたします。
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大  会 日
エロ

↑王

[会 議 ]8月 8日 (金)17:00～  代表者会議

[競  :肢]岐 阜メモリアルセンター
8月 9日 (土)8:00   開   場

8:40～  開 会 式
9:20～  競 技 開始

8月 10日 (日 )8:00～  開   場
9:00～  競 技 開始

競技終了後 閉 会 式

団  体  戦
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第 32回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会
第21回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会実施要項

1 主   催   m日 本バ ドミントン協会・ω 全国高等専門学校体育協会

2主 管  岐阜県バドミントン協会
0全 国高等専門学校体育協会パ ドミントン競技専門部
岐阜工業高等専門学校

3後 援  文部省,m日 本体育協会,岐阜県,岐阜県教育委員会
閲 岐阜県体育協会,岐阜市,岐阜市教育委員会
ω 岐阜市体育協会,働 岐阜コンベンション・ ビューロー

4 大 会 期 日  平成 9年 8月 9日 (土)010日 (日 )

5 大 会 会 場 岐阜メモリアルセンター (ふれ愛 ドーム)

(岐阜市長良福光大野2675-28・ TEL058-233-8822)

6 競 技 種 目 団体戦

個人戦

男子学校対抗

男子 。女子 各単・複

7 団体戦のチーム構成人員
監督, コーチ,マ ネージャー各 1名,選手 4～ 8名 とする。

但し,欠員を生じ3名以下になった場合は失格とする。

8 参 加 資 格  (1)平成 9年度 ω 日本バ ドミントン協会に登録を完了した者で,学校長が出場を認めた者。
(2)団体戦,個人戦とも各地区から選抜されたチーム又は選手とし, これに開催校の出場を

加える。

地区割り,選抜数及び開催校出場枠は下記のとおりとする。

地  区  名 団 体 戦
男子個人戦 女子個人戦

単 複 単 複

北  海  道 1 チ ム 1名 1組 2名 1組

東 ゴヒ 1 チ ム 2名 2組 2名 1糸[

関 東 。信 越 2  チ ム 2名 2組 2名 1組

東海・ 北 陸 2  チ ム 2名 2組 2名 2組

近 畿 1 チ ム 2名 2組 2名 1組

中 国 1 チ ム 2名 2組 2名 1組

四 国 1 チ ム 2名 2組 2名 1組

九 州 2 チ ム 2名 2組 2名 1組

開  催  校 1 チ ム 1名 1組

計 12チ ム 16名 16組 16名 9組

9 競 技 規 則
10競 技 方 法

平成 9年度 (財)日 本バ ドミントン協会競技規則並びに本選手権大会実施要項による。

(1)各種日ともトーナメント戦方式により優勝を決定する。

なお, 3位決定戦は行わない。

(2)団体戦は 1複 2単 とし,複から試合を行う。
また,同一選手が,複・単を兼ねることはできない。
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11組 合 わ せ 組合わせは,岐阜県バドミントン協会及び本選手権大会実行委員会の責任において, 7月 29
日 (火)に作成する。

12 表   彰  団体戦,個人戦とも第 1位から第 3位までを表彰する。

13 参 力日 料 団体 1チ ーム当たり12,000円 ,選手 (団体戦出場者を除く。)1人当たり1,500円 とし,参加
申込みと同時に次の振込口座へ納入すること。なお,既納の参加料は返還しない。

振込口座

金融機関名 十六 ρ艮行 北方支店
口座 種 別 普通預金
口座 番 号 1220891

口 座 名 第32回全国高専体育大会事務部 牧野 忠志

14 参 加 申込  平成 9年 7月 24日 (木)ま でに,所定の参加申込書を 2部作成し,本選手権大会事務局宛に
送付すること。

15 代表者会議 (1)日  時 平成 9年 8月 8日 (金)午後 5時から
(2)会 場 岐阜ルネッサンスホテル 2F(岐阜市長良福光2695-2)
(3)出席者 監督及び主将

16 開会式及び閉会式

(1)開会式 平成 9年 8月 9日 (土)午前 8時 40分から
岐阜メモリアルセンター ふれ愛 ドーム

(2)閉会式 平成 9年 8月 10日 (日 )競技終了後,同会場で行う。
終了予定時刻 午後 2時 ごろ

17 そ の 他 (1)服 装

①  働 日本バドミントン協会の審査合格品で,下衣は,男子は短パンツ,女子はショー
トスカート又は短パンツを着用のこと。

② 上衣の背面中央に必ずゼッケンを付けること。
ゼッケンは,縦 15cm,横30cmの大きさで自の布地に黒又は濃紺で学校名及び氏名

を日本文字で明記すること。

ただし,上衣に学校名が明記されている場合には氏名のみでよい。
③ 開会式,閉会式に参加するときの服装は,競技時の服装 (ユ ニフォーム)又はトレー
ニングウェアとする。

(2))応急処置

選手の競技中の負傷については,開催校が応急処置を施すが,その後の処置は当該学

校で行うこと。

(3))練  習
8月 8日 (金)準備終了後競技開催校職員の指示により,午後 6時30分までの間競技

会場で練習を行うことができる。

18 大会事務局 ¬「 501-04

岐阜県本巣郡真正町

岐阜工業高等専門学校 学生課 学生係
第32回全国高等専門学校体育大会

第21回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会事務局

TEL 058-320-1254
FAX 058-320-1256

-25-



競技運営上の注意事項

1.本大会は,平成 9年度 側 日本バ ドミントン協会競技規則並びに大会運営規定により実施いたします。

2.選手は試合予定時刻の30分前 (各 日とも第 1試合は開始予定時刻の15分前)ま でに会場に到着しておいてく

ださい。

3.競技進行の都合上,試合時刻又は試合コートを変更することがありますので,本部の放送に注意してくださ

い。

4.本部がオーダー用紙の提出あるいは試合開始の放送を行った後,10分経過してもこれに従わない場合には,

原則として棄権とみなします。

5.全試合において,試合前に 3分間の練習時間を設けます。ただし, コートに到着してからの時間とします。

6.団体戦は,単・複同時に進行します。また,準決勝からは 2点先取をもって打ち切りとします。ただし,複

及び単 1は必ず試合を終了させます。

7.個人戦が連続する場合は,10分の休憩時間を設けます。

8.試合中はコート外に出ないようにしてください。汗拭きタオル・ ラケットなどは所定の位置のかごの中に入

れておいてください。

9.競技区域内には出場選手及び監督・マネージャー・コーチ以外は立ち入らないでください。

10.閉会式は競技終了後直ちに行います。

11.所持品は各自の責任において管理してください。

12.会場使用上の注意事項は厳守してください。

審判上の注意事項

1.審判は,平成 9年度 ω 日本バ ドミントン協会競技規則並びに 脚 日本バ ドミントン協会公認審判員規定に

よって運営いたします。

2.サ ービスジャッジは置きませんが, プレーヤー並びに代表者から要請があれば主審の判断でつけます。

3.フ ァイナルの場合は, 5分間以内のインターバルを設けます。

4.事故等の場合,主審及び審判長の協議の上,試合の継続又は棄権等の決定をします。

5.シ ャトルの飛距離などシャトルの良否については主審が判断します。

6.汗などでコートが濡れた場合には,主審に告げてください。線審に処置させます。
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体育館使用上の注意事項

1.当体育館において,学生としてのマナーに十分心掛けてください。

2.放送に注意を払い,集合に遅れないようにしてください。

なお,ホ ール及び空きコートでの練習は一切禁上します。

3.貴重品,その他の所持品は各自の責任において管理してください。

4.2階 の観覧席の選手控え席は地区ごとに表示してありますので,そ の席を御利用ください。

5.土足禁止です。なお,松ヤニ等の床を汚す滑り止めは使用禁止です。

6.ゴ ミ,空き缶の後始末をお願いします。ビニール袋を渡しますので,可燃物,不燃物に分けて午後 2時まで

にホールの受付まで持ってきてください。

7.着替えは更衣室で行ってください。

8.喫煙は指定場所以外では厳禁です。

9.会場におけるフラッシュ撮影は御遠慮ください。

10.雨天の場合,傘は会場に準備したビニール袋に入れて,各 自保管してください。
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第 32回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第21回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

タイムテーブル

開 始 予 定

時   刻
1 2 3 4 5 6 7 8

第

日

8:40 開
△
2ヽ 式

9: 20 T-1 T-2 T-3 T-4

10:40 T-5 T-6 T-7 T-8

12 : 00 T-9 T-10 LDl

13 : 20 T-11 LD2 LD3 LD4 LD5

14:40 MDl MD2 MD3 MD4 MD5 MD6 MD7 MD8

15: 20 MD9 M D10 MDll M D12 LD6 LD7

16:00 M D13 M D14 LD8

16:40 M D15

第

日

9:00 MSl MS2 MS3 MS4 MS5 MS6 MS7 MS8

9:40 LSl LS2 LS3 LS4 LS5 LS6 LS7 LS8

10: 20 MS9 M S10 M Sll M S12 LS9 L S10 L Sll L S12

11 :00 M S13 M S14 L S13 L S14

11 :40 M S15 L S15

12 :40 閉
△
7ヽ 式

(注)Tは団体戦,MDは 男子個人戦複,MSは 男子個人戦単, LDは女子個人戦複, LSは女子個人戦単を示す。
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競 技 組 合 せ

団体戦 (丁 )
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佐 世 保
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仙台電波
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(関東・信越)

岐  阜
(開 催 校)
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Ｏ

υ

安藤 俊雄・鹿屋 啓一
(詫間電波)

舟口 智・吉本 真也
(苫 小 牧)

小川 忠士・安倍
(佐 世 保)

荒川 友章・田頭 由喜
(呉 )

斯波 順一・斉藤太賀哉
(東京都立)

水口 有康・高橋 政博
(福  島)

松下 昌弘・山口 育男
(舞  鶴)

浜口 将也・清水 智紀
(鈴  鹿)

男子個人戦複 (MD)

MD9 MDll

4ヽD13 MD14
lヽD15

4ヽD10 4ヽD12

板橋 明智・吉開 亮介
(有  明)

元田 泰博・西村 一剛
(石  川)

学・田中 康生
(宇  部)

真・菅原 彰則
(宮  城)

澤田 浩介・横山
(高  知)

弘

大江 佑介・稲垣 栄吾
(岐  阜)

暉  和彦・田野 紀貴
(長  岡)

山村 健・久保 善紀
(奈  良)

2
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男子個人戦単 (MS)

ｎ
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今村 悦朗
(新居浜)

太田 光昭
(豊 田)

山下 大介
(鹿児島)

橘  幸彦
(仙台電波)

仲山 久也
(苫小牧)

久保 善紀
(奈 良)

成毛 章容
(東 京)

荒川 友章
(呉 )

堺  博明
(富 山)

中島 靖一
(仙台電波)

宮崎  篤
(米 子)
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(岐  阜)

岡田真理子・畠山 和恵
(秋  田)

中野祐貴枝・田中 香織
(新 居 浜)

猿渡 千紗・野地久美子
(徳  山)

女子個人戦複 (LD)

LD2

LD3

鴨月1 奈緒 0川畑 千尋
(東  京)

戸田 敦子・森尾さゆり
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女子個人戦単 (LS)

Ｏ
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選 手 名 簿

北 海 道 地 区

学 校 名 苫小牧工業高等専門学校

監    督 池 田 慎 一

コ チ

マネージャー

選    手    名
学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

なか    やま    ひさ     や

仲 山 久 也 ○ ①

かわ     さき     けん      じ

河 崎 賢 治
員
υ ○

０
０

ふな

舟
ぐち さとる

智口
И
４ ○ ①

④
よし    もと    しん    や

吉 本 真 也
И
仕
⌒
Ψ ①

にし     かわ     ゆう     すけ

西  り|1  悠  介 ○

浚
Ｕ

さ  さ  き     ひろ    のり

佐 々 木  寛  文 ○

た     なか    まさ     し
田 中 雅 史 ○

０
０

やま    ぐち    まさ     し

山  口  将  嗣 ○

学  校  名 旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 遠 藤   岡1

コ チ

マネージャー

女 子 選 手 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

くす      の      ゆ      か

楠  野  由  佳 ① ①

はそ     の     かず     こ

細  野  和  子
０
０ ① ②
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東 」ヒ 地 区

学 校 名 仙台電波工業高等専門学校

監   督 佐 藤 敏 行

コ チ 大 場 岳 史

マネージャー 高 橋   毅

選    手    名
学

　

年

団

体

個 人

複 単

①
な か しま    せい

島  靖
いち

中 ○ ②

きく ち み らい

菊 池 未 来 ○

たちばな

橘
ゆき

幸 彦 ○ ①

”
■

すず    き    たけ     し
鈴 木 健 司

′′ヽ
ノヽ

いろ    かわ    けヽヽ    すけ
色  サ|1  桂  輔

⌒
ノヽ

食
υ

あい

本目
ぎわ

澤
とし

禾|」
のり

貝11 ○

おく

奥
やま

山
よう

洋
すけ

輔 ○

Ｑ

Ｕ

たち

立
ば な り.Iう

,こ 平花 ○

女 子 選 手 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

浦
しの
`:
忍 ②

学 校 名 福 島 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 小 林 イ申 吉

コ チ 中 村 昌 広

マネージャー 平 賀 元 巳

選 手 名

学

　

年

団

体

個 人

複 単

みず

水
ぐち とも

有
やす

康□ ②

たか    `ま し    まさ    ひろ
高 橋 政 博 ②

学 校 名 秋 田 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 田 火田 季 章

コ チ

マネージャー 岩 谷 寿 謙

女 子 選 手 名

学

　

年

団

体

個 人

複 単

おか

岡
だ      ま  り  こ
田  真 理 子

Ｑ

υ ①

はたけ   やま    かず     え

畠  山  和  恵 ①

学 校 名 宮 城 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 生 田 信 之

コ チ

マネージャー 佐 藤 利 江

選 =ニ
司
~ んア

イコ

学

　

年

団

体

個 人

複 単

渡  辺
まこと

真 ①

すが    わら    あき    のり
菅 原 彰 則 ①

学 校 名 一 関 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 加 藤 治 雄

コ チ

マネージャー 伊 藤   理

女 子 選 手 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

あヽヽ    さわ    とも     み

相 沢 朋 美 ①
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関東 0信越地区

学 校 名 東京都立工業高等専門学校

監    督 伊 藤 周 三

コ チ 松 本 正 樹

マネージャー 吉 田 正 隆

選 手    名
学

　

年

団

体

個 人

複 単

①
なか    すぎ    よし    かず

中 杉 仁 一 ○

こ     はら    たつ     や

小 原 達 也 ○

さヽヽ    とう    たけ     お

斉 藤 健 生 ○

し      `ぎ      じゅん

斯  波  順
い ち

○ ① ①

員
υ

すず    き

鈴  木
ぶん  じ  ろう

文 二 郎 ○

資
υ

おぎ

荻 野
だい

大
すけ

介 ○

さい    とう     た  か  や

斉  藤  太 賀 哉 ○ ①

ｏ
０

ち     はら    しん    すけ

茅  原  慎  介 ○

学 校 名 東 京 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 阿 津 勝 博

コ チ

選 手    名
学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

なる     け     あき    ひろ

成 毛 章 容 ②

女 子 選 手 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

かも     がわ     な      お

鴨  り|1  奈  緒 ① ①

かわ    ばた     ち     ひろ

川  火田  千  尋 ① ②

学 校 名 長 岡工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 小 林 和 久

コ チ

マネージャー 渡 辺 春 美

選 手    名
学

　

年

団

体

個 人

複 単

て る かず

千日 彦暉 ○ ②

た     の     のり    たか

田  野  紀  貴
０
０ ○ ②

す

須 田

こう

弘
じ

○

И
４

たか    はし    のぶ    ゆき

高  橋  イ申  行 ○

め     さき    よう    すけ

目 崎 洋 介 ○

Ａ

υ 小
ばやし    ひて    ゆき
林  秀  之 ○

こ    ばやし    みち    ひろ

小 林 倫 丈 ○
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東海・北陸地区

学 校 名 豊 田 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 杉 浦 藤 虎

コ チ 杉 山 新 治

マネージャー 池 田 美貴代

選 手 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

おお

太
た

田
みつ

光
あき

昭
И

” ○ ①

②
いし    1ま ら    やす    0ろ
石 原 康 宏 ○

０
０

え

江
ぐ ち たく

拓口 ○

И
４

しょう    じ     とも    のり
庄  司  知  教 ○

民
υ

の     なか    とも    `ま る
野 中 智 治 ○

Ａ

υ 江
ぐち

口
しぃう

周
０
０ ○

かみ

ネ申
や

谷
つばさ

翼 ○

０
０

さ か もと

本
のり

徳 雄坂 ○

学 校 名 富 山 工 業 高 等 専 門 学 校

安 田 賢 生

コ チ 山 口   毅

マネージャー 柴 山 英 志

選 =ニr 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

さかい

堺
ひろ    あき

博  明 ○ ①

やま    もと    なお     き
山 本 直 樹 ○

③
あき     の     ひろ     し

湊 野 裕 史
ス
ｉ ○

′
ｉ

たか   ばたけ         たくま
高  畑     琢 ⌒

Ψ

なか

中 田

かず しげ

臣 ○

Ａ

υ

まる

丸
やま

山
けん

健
い ち

○

まつ

松
ぎわ

澤
とも

矢日
き

糸己 ○

Ｑ

０

た

田
なか

中
ゆき

イ丁寛 ○

学 校 名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 奥 野 正 明

コ チ

マネージャー 奥 田 雅 史

選 手    名
学

　

年

団

体

個 人

複 単

はま

浜
ぐち まさ     や

将  也 ①

し    o,ず     とも    き

清 水 智 紀 ①

学 校 名 石 川 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 垂 井 洋 蔵

チ 前 田 成

マネージャー 笠 間 洋 平

選 =ニ
■
~ 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

もと     だ     やす    0ろ

元 田 泰 博 ①

にし

西
むら

村
かず

岡1 ①

女 子 選 手 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

わた    なベ

渡  辺
ま  ゆ   こ

真 由 子 ① ①

み ちいな    ぎわ

稲  沢 理 代 ①
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東海・北陸地区

学 校 名 岐 阜 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 所   哲 郎

コ チ 国 井 稔 枝

< +-) +- 山 崎 由 紀

選 手 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

いな      力
`き
      えい       ご

稲 垣 栄 吾
民
υ ○ ○

ぉぉ    え     ゆう    すけ

大 江 佑 介 ○ ○ ○

はた    なか         まこと

畑  中    誠 ○

うす    ヽヽ    ゆき    や

日 井 幸 也
И
， ○

かす が  い

春 日 井
まこと

誠 ○

Ａ

υ

なか    がわ    せい     や

中  り|1  正  也 ○

みず

水
かみ

上
たく

琢
ま

允 ○

女 子 選 手 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

あん    どう     ゆ     か

安 藤 由 夏 ①

つち    だ     あ     き

土  田  亜  希 ①

まっ     の     ひと     み

松 野 仁 美 ①
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近 畿 地 区

学 校 名 奈 良 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 工 藤 英 男

コ チ 中 島 レ イ

マネージャー 上 田 貴 明

選 手    名
学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

わり    ぎや    まさ    いち
割 鞘 雅 一 ○

よじ    |ま ら

吉  原
しのぶ

忍 ○

０
０

く     ば     よし    のり
久 保 善 紀

月
■ ○ ① ②

かめ    やま     とも    のり
亀 山 智 毅 ○

やま    むら
山  村 健 ○ ① ①

α
Ｕ

はっ    とり     たけ     し

服 部 武 史 ○

小
にし

西 泰
じ

○

ｏ
ё

ぬの    むら    なお     や

布 村 直 也 ○

女 子 選 手 名

学

　

年

団

体

個 人

複 単

と     だ     あつ     こ

戸 田 敦 子 ① ①

はら

原
ゆ      み

由  美 4 ②

もり     お

森  尾  さ ゆ り ①

学 校 名 舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 伊 藤 直 人

コ チ

マネージャー

選    手    名
学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

まつ    した    まさ    ひろ
松 下 昌 弘 ②

やま

山
ぐち いく     お

育  男口 ②
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中 国 地 区

学 校 名 呉 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 中 迫 正 一

コ チ 垣 内 博 文

マネージャー 宮 武 洋 成

選 手    名
学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

①
た    力

`じ
ら    よし    のぶ

田 頭 由 喜 ○ ①

荒 サ|
わ

||

とも

友
あき

早 : ○ ① ①

０
０

かわ     さき      ち      はや

川  崎  智  隼 ○

И
仕

かわ     ばた

川  畠
りゅう

にEL ○

不日
だ

田 賢 悟 ○

とく

徳 田

こう

浩
い ち

○

もり

森
さき

崎 裕 ○

０
０

たか    はじ

高  橋
あきら

明 ○

学 校 名 宇 部 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 米 澤 俊 昭

コ チ

マネージャー

選 司̀
~ 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

やま

山
もと

本
まなふ

学 ②

た     なか    やす     お
田 中 康 生 ②

学 校 名 徳 山 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 江 口 賢 和

コ チ

マネージャー

女 子 選 手 名

学

　

年

団

体

個 人

複 単

猿
ち

千 紗渡 ① ①

の      ぢ      く  み  こ

野  地  久 美 子 ①

学 校 名 米 子 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 藤 田 忠 義

コ チ 谷 本 明 逸

マネージャー 安 田 浩 二

選 =rr
スア
イコ

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

宮
ぎき

崎
あつし

篤 ②

大 島 商 船 高 等 専 門 学 校

監   督 古 本 啓 二

コ チ

マネージャー

女 子 選 手 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

た     むら      え  み   こ

田  本寸  恵 美 子 ②
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四 国 地 区

学 校 名 高 知 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 赤 松 重 則

コ チ 岸 本 誠 一

マネージャー 小 谷 咲百合

選 手    名
学

　

年

団

体

個 人

複 単

さわ

澤 田

こう

浩
すけ

介 ○ ① ②

なか    ばやし    まさ    ひろ

中 林 昌 宏 ○

０
０

はし    もと    たか     し
橋 本 隆 志

И

” ○

はし    もと    よし    あき
橋 本 佳 明 ○

横
やま

山
ひろし

弘 ○ ①

α

υ

かぎ

鍵
やま

山 泰
い ち

○

７

１

やま    さき    はる     お
山 崎 晴 生 ○

Ｑ
υ

く     もん    りょう    た
公 文 亮 太 ○

学 校 名 新居 浜工 業 高等 専 門学 校

監    督 西 谷 郁 夫

コ チ

マネージャー

選 「司
~ ん″

■1コ

学

　

年

団

体

個 人

複 単

いま    むら    えつ    ろう
今 村 悦 朗 ①

女 子 選 手 名

学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

やま

山
うち      さ      おり
内  沙  織 ①

すず     き     みず     え

鈴 木 瑞 恵 ②

なか     の      ゆ  き  え

中  野  裕 貴 枝 ①

田 中 香 織 ①

学 校 名 詫間電波工業高等専門学校

監    督 奥 山 真 吾

コ チ

マネージャー 近 藤 千絵子

選 手    名
学

　

年

団

　

体

個 人

複 単

あん    どう    とし     お

安 藤 俊 雄 ②

しか

鹿 屋
けい

啓
い ち

②
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九 州 地 区

学 校 名 八 代 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 久保田   智

コ チ 濱 邊 裕 子

< i-) t- 永 松 裕 子

選 手
ス′
イコ

学

年

団

体

個 人

複 単

①
え

」
――
「

ま

，
日
】

だ
田

たか

孝
に
彦 ○

いわ    もと    たつ     や

岩 本 達 也
Ｏ
Ｕ ○

え

　
二

・つ
Ｉ

Ｊ

だ
田
熟
雅 也

Ｑ

υ ○

その    うえ    とよ    かず
園 上 豊 和 ○

いわ    もと    ゆう し ろう

岩  本  雄 治 朗 ○

次

υ

こ     が

古  賀
たけし

岳 ○

まき    の    きょういち ろう

牧  野  恭 一 郎 ○

０
０

まえ     だ     やす    ゆき

前 田 泰 幸 ○

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

とみ た ゆ か

富 田 祐 加
もり

森
さき

崎
ゆう

優 子 ①

学 校 名 佐 世 保 工 業 高等 専 門学 校

監    督 小 原   彰

コ チ 原   久 之

マネージャー 藤 井 士 朗

選 =ニ
司
~ スア

イコ

学

　

年

団
　

体

個 人

複 単

①
お     力

`わ
    ただ     し

小  り|1  忠  士 ○ ②

ささ

笹
が わ たけ

修
ふみ

文川 ○ ①

じお   づか    ひろ    あき
塩 塚 弘 明 ○

あ

安 倍
まこと

誠 ○ ②

かな

金
さき

崎
けん

健
じ

○

Ａ

）

やま    さき    たく     や

山 崎 卓 也 ○

かわ     ち     やす    ひろ

川  内  康  弘 ○

ｏ
Ｏ

さわ

澤
ひろ    たか

裕  隆 ○

学 校 名 有 明 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 山 下   巌

コ チ

マネージャー

選 =ニ
司
~ 名

学

年

団

体

個 人

複 単

いた    はし    あき    のり
板 橋 明 智 ①

よし    がヽヽ    りょう    すけ
吉 開 亮 介 ①

女 子 選 手 名
学
　
年

団
　

体

個 人

複 単

岬
水ヽ
まっ松

ダ
瑞

ほ
穂 ②

学 校 名 鹿 児 島工 業 高等 専 門学 校

監    督 赤 沢 正 治

コ チ

マネージャー

選 手 名

学

年

団

体

個 人

複 単

やま     した    だい    すけ

山 下 大 介 ②

学 校 名 都 城 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 藤 永   伸

コ チ

マネージャー 黒 木 ゆかり

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

はり

堀
うち

内
とも

智
み

美
Ｏ
υ ①
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栄 光 の 記 録

大会 会場 種  目 1   位 2     位 位

第 ナL[]

団  体 宮    城 長    岡 佐 世 保 釧    路
円

］

(複 )

人
徳
男

和
次
城

本
間
宮

山
平

仁

弘

俊

為

川

林

　

旭

小

池
一
浩

順
正
牧＝句

部
井
苫

口円
士
ロ

人
＞単

固

＜
俊 仁
川)

林

旭
池   為 弘
(旭  川)

本 間 道 英
(長 岡)

第
　
一
一　
回

宮
　
　
　
城

団  体 宮    城 旭    川 佐 世 保 長    岡

人

＞複

個

＜

久
道

良

博
城

野

田
宮

昆
太

裕

勇
城

野
浦

宮

小
松

馨

則茂

井

山

　
福

小

谷
男
浩

嘉

勝
井

村

原
福

竹

＜

玉
小

個 人

(単 )

昆 野 良 久
(宮 城)

幸尚

松

山

高

金

井

山

福
馨 小 野   裕

(宮 城)

第
　
一二
　
回

福

　

　

井

団  体 宮    城 長    岡 福   井 旭    川
□
回 人

(複 )

実
夫志
＞
外
山

田
田
富

土
土

定

一俊

岡

江
桶
長

堀
永

裕
勇

城

野
浦
宮

小
松

行

実

弘

　

城

賀

内

宮

須

　

＜

大

竹

人

＞単

固

＜

一丁弘

城

賀

宮

須

＜

大 山 本 憲 幸
(旭  川)

金 山 尚 幸

(高 松)
―
）
と

＞

ひ
鶴

保
舞
久
＜
大

第
　
四
　
回

米

　

　

子

団  体 長    岡 米    子 新 居 浜 鶴    岡

人

＞複

個

＜

司

良

泰

明

子

本

本

米

中

山

彦

行

和

弘

城

田
賀

宮

須

＜

山

大
一
逸

寿

健
戸

沢
山
八

田
館

樹
実

正
　
岡

井

田
長

涌
神

人個

(単 )

中 本 泰 司
(米 子)

日 野   豊
(新居浜)

砂 野 修 治
(新居浜)

勝 治
井)

原

福

な

ゥ

ｋ

第
　
五
　
回

新
　
居
　
浜

団  体 新 居 浜 長    岡 米    子 宮    城

人

＞複

個

＜

豊

治修
浜居

野
野
新

日
砂

一
逸

寿

健
戸

沢
山

八

田
館

行

之

弘

洋

城

賀

藤

宮

須

　

＜

大

工

人
＞単

田
］
／ヽ

樹正

岡

井

長

マ円 日 野   豊
(新居浜)

中 本 泰 司
(米 子)

自
ハ

一

＞

浩
岡長

林

第 北
　
九
　
州

団  体 新 居 浜 米    子
郎
生

一

　

＞

浩

孝

岡

村

長

林

岡

城宮 石   り||

人

＞複

個

＜

司

一

健

敬

浜居

石

内

新

白

堀

之

英

浩

充

川

野

井

石

中

酒

則

克

隆野

島

′―
「

＝
句

(北九州)

人個

(単 )

自
ハ

一

＞

浩

岡長
林 中 本 泰 司

(米 子)
山 本 明 良
(米 子)

蜂 谷   順
(茨 城)

第
　
七
　
回

奈

　

　

　

良

団  体 石    川 米    子 高   知 福    島

人

＞複

個

＜

英

一

充
章

川

井

松
石

酒
中

一
昭

康
則
井

沢
福

南

平

浩

生孝

岡

藤

村

長

伊

岡

司

三

洋
勤
城

原
室
茨

広

小

(単 )

個 人 博高

知
田
高

南   康 一
(福 井)

吉 見   正
(茨 城)

山 根 直 樹
(津 山)

第
　
八
　

回

東

　

　

　

京

団  体 福    島 新 居 浜 長    岡 富    山

人

(複 )

ｍ
□

司

三

洋
勤

城

原
室
茨

広
小

彦
造

政
栄
山

井

田
富

坂
前

博

竜

高

　

知

田
村

高

小

北

康

享

浩

　

浜居

田

山

新

鶴

秋

人

＞単

個

＜

博高

知
田
高

山 根 直 樹
(津 山)

史清

子

谷

米
中 西 英 夫

(東 京)

第
　
九
　
回

苫
　
小
　
牧

団  体 福    島 新 居 浜 旭    川 東    京

人

＞複

固

＜

史

紀
＋
又

岳
義
動

場
口
雌

大
田

海

浩

岡

田
部

鶴

太

阿

己

享

吉

　

浜居

戸

山

新

城

秋

夫
宏

英
正
京

西

田
東

中
福

人

＞単

個

＜

敏勝

島

沢

福

里
〔

飯 塚 俊 三

(福 島)
謙

島

井

福

酒 秋 山   享
(新居浜)
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大会 会場 種  目 1   位 2     位 位

第

十

回

ネ冨

島

団  体 福    島 新 居 浜 佐 世 保 旭    川

イ固 人

(複 )

酒 井 謙 一

黒 沢 勝 敏
(福  島)

飯 塚 俊 三

薄 葉   淳
(福 島)

中 西 英 夫
福 田 正 宏
(東 京)

田 中 博 幸
山 口   誠
(佐世保)

個 人
(単 )

黒 沢 勝 敏
(福 島)

飯 塚 俊 三

(福 島)
井 手 利 秀
(佐世保)

渡 邊 清 隆
(佐世保)

第

十

回

鈴

鹿

団  体 佐 世 保 茨    城 津    山 都 立 工

個 人
(複 )

井 手 利 秀
渡 邊 清 隆
(佐世保)

西 田 光 宏

谷 本 直 文
(高 知)

金 浦 新 吾

横 井 善 充
(新居浜)

薄 葉   淳
福 田 健太郎
(福 島)

個 人
(単 )

井 手 利 秀
(佐世保)

渡 邊 清 隆
(佐世保)

薄 葉   淳
(福  島)

堀
基ユ

」ヽ牧)
部

苫

美

( ノ

第

十

回

津

山

団  体 佐 世 保 熊 本 電 波 都 立 工 福    島

個 人
(複 )

六 嘉 孝 信
郷   健太郎
(熊本電波)

堀 込 竜 也
元 吉 光 一

(都立工)

辻
木 下
佐世

勉
聡

( )保

西 村   雄
渡 邊 清 隆

(佐世保)

イ固 人

(単 )

渡 邊 清 隆
(佐世保)

元 吉 光 一

(都立工)
細 川1 智 之
(奈 良)

田 中 真 二

(宇 部)

第

十

回

新

居

浜

団  体 佐 世 保 熊 本 電 波 福    島 富    山

イ固 人

(複 )

渡 邊 清 隆
濱 野 達 矢
(佐世保)

野 原 嘉 親
作 内 宗 明
(富 山)

林   利 和
樋 口 三 明
(新居浜)

若 林 政 昭

楢 原 健 蔵

(神戸市立)

個 人
(単 )

渡 邊 清 隆
(佐世保)

久 保 正 高
(高 知)

本 木   実
(熊本電波)

斎 藤
(秋 田)

賢

第

十

四

回

月ヨ

本

団  体 熊 本 電 波 東    京 福    島 新 居 浜

男

　

　

子

個 人

(複 )

中 島 信 頼
坂 巻 五 郎
(東 京)

上 野 敏 弘
本 木   実
(熊本電波)

高 畑 憲 明
持 本 治 幸
(呉 )

高 畠   岡1
蔵 本 茂 雄
(石 川)

個 人
(単 )

中 島 信 頼
(東 京)

本 木   実
(熊本電波)

田 中 史 八

(旭 川)
高 畑 憲 明
(呉 )

女

　

　

子

個 人

(複 )

小 野 祐 里
三 原 久 美
(新居浜)

安 藤 里 美
新 宅 博 子
(奈 良)

松 原
斉 藤
(旭

ゆかり
早智子
川)

中 本寸 律 子
及 川1 由 紀
(一 関)

個 人
(単 )

松 原 ゆかり
(旭 川)

上 野 真 奈
(高 知)

酒 本 亜希子
(津 山)

安 藤 里 美
(奈 良)

第

十

五

回

ネ申

戸

団  体 福    島 石    川 旭    川 宇    部

男

　

　

子

個 人

(複 )

井 上 晃 志
井 上 大 輔

(新居浜)

田 尻 真 一

紫 垣 竜 一

(熊本電波)

小 西 貴 生

松 尾 富 雄
(石 川)

尾 勝 司
田   聡
(苫小牧)

松
鎌

個 人

(単 )

中 村 一 義
(福 島)

蔵 本 茂 雄

(石  川)
田 尻 真 一

(熊本電波)
安 藤   毅
(奈 良)

女

　

　

子

個 人
(複 )

安 藤 里 美
新 宅 博 子
(奈 良)

小 野 祐 里
三 原 久 美
(新居浜)

石 橋 友 加
平 田 宏 美
(有 明)

斉 藤 早智子
松 原 ゆかり
(旭 川)

個 人

(単 )

安 藤 里 美
(奈 良)

松 原 ゆかり
(旭 川)

上 野 真 奈
(高 知)

平 尾 な み
(高 知)

第

十

ハ

回

茨

城

団  体 宇   部 苫 小 牧 福    島 新 居 浜

男

　

　

子

個 人

(複 )

立 石 健 一

城 戸 幸 信
(有 明)

本 田 秀 一
松 原   輝
(長 岡)

小 笹   優
渡 辺 秀 樹
(福 島)

大 輔
誠 司

井

宮

上

本
(新居浜)

個 人

(単 )

安 藤   毅
(奈 良)

塩 見 浩
(新居浜)

松 岡 利 幸
(宇 部)

ルディ。ハ ンジャヤ

(鈴 鹿 )

女

　

　

子

個 人

(複 )

泉   真由美
築 城 久美子
(奈 良)

二 次 真 美
紫 垣 智 美
(熊本電波)

平 田 宏 美
宮 木 理 恵

(有 明)

三 條 公美子
高 橋 千 春
(苫小牧)

個 人

(単 )

平 田 宏 美
(有 明)

紫 垣 智 美
(熊本電波)

松 原 ゆかり
(旭 川)

谷 智 美
(呉 )
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大会 会場 種   目 1    位 2    位 3     位

第

十

七

回

米

子

団   体 宇   部 有   明 長   岡 奈   良

男

　

子

個 人
(複 )

安 藤   毅
岸 谷 征 典
(奈 良)

松 尾 勝 司
鎌 田   聡
(苫小牧)

立 石 健 一

城 戸 幸 信
(有 明)

松 原   輝
高 橋   章
(長 岡)

個 人
(単 )

安 藤   毅
(奈 良)

高 橋   章
(長 岡)

安 田 春 二
(高 松)

牧 嶋 隆 光
(有 明)

女

　

子

個 人
(複 )

泉
築 城
(奈

真由美
久美子
良)

高 橋 千 春
戸子台 明日香
(苫小牧)

岩 佐
稲 田
(米

美 佳
真由子
子)

福 島 千 夏
渡 辺 真由子
(石 川)

個 人
(単 )

泉   真由美
(奈 良)

松 原 ゆかり
(旭 川)

青 山 美由紀
(秋 田)

稲 田 真由子
(米 子)

第

十

ノ`

回

ノ`

戸

団   体 苫 小 牧 有   明 佐 世 保 福   島

男

　

子

個 人
(複)

福 家 信 洋
山 口 真 治
(奈 良)

聡
~ 
何

小牧)

鎌 田
井 口
(苫

板 橋 淳 一

古 橋   健
(仙台電波)

磯 部 貴 弘
堺   博 明
(富 山)

個 人
(単 )

エディ・スウェイト

(久留米)
高 橋   章
(長 岡)

鈴 木 直 人
(福 島)

福 家 信 洋
(奈 良)

女

　

子

イ固 人

(複 )

平 田 宏 美
永 松 瑞 穂
(有 明)

松 原
楠 野
(旭

ゆかり
由 佳
川)

伊 藤
大久保
(宮

寿 子
範 子
城)

泉   真由美
築 城 久美子
(奈 良)

個 人

(単 )

紫 垣 智 美
(熊本電波)

永 松 瑞 穂
(有 明)

泉   真由美
(奈 良)

鴨 川1 奈 緒
(東 京)

第

十

九

回

舞

鶴

団   体 奈   良 函   館 北 九 州 旦

男

　

子

個 人
(複 )

浅 野 慎 吾
古 橋   健
(仙台電波)

前 田 孝 彦
園 田 高 士

(八 代)

下 田 託 郎

小 り|1   修
(苫小牧)

1固 人

(単)

古 橋   健
(仙台電波)

本 山 宏 士
(呉 )

福 家 信 洋
(奈 良)

高 橋   章
(長 岡)

女

　

子

個 人
(複 )

平 田 宏 美
永 松 瑞 穂
(有 明)

稲 田 真由子
佐 藤 久 美
(米 子)

植 松 悦 子
塩 崎 雪 乃
(新居浜)

伊 藤 寿 子
大久保 範 子
(宮 城)

個 人

(単 )

紫 垣 智 美
(熊本電波)

永 松 瑞 穂
(有 明)

稲 田 真由子
(米 子)

鴨 川1 奈 緒
(東 京)

第

十

回

大

分

団   体 八   代 宇   部 旭   川 佐 世 保

男

　

子

個 人
(複 )

江 本 智 彦
小 池 幸 裕
(宮 城)

福 家 信 洋
山 口 真 治
(奈 良)

宮 崎 宏 志
川 田 恵 寛
(宇 部)

渡 邊 泰 彦
高 橋 正 亘
(函 館)

個 人
(単 )

甲 斐 義 樹
(北九州)

宮 崎 宏 志
(宇 部)

伊 藤 聖 幸
(秋 田)

小 池 幸 裕
(宮 城)

女

　

子

個 人

(複 )

森 崎 優 子

富 田 祐 加

(八 代)

渡 辺 真由子
稲 沢 理 代

(石 川)

鴨 月1 奈 緒
川 畑 千 尋
(東 京)

高 橋 千 春
戸子台 明日香
(苫小牧)

個 人
(単 )

紫 垣 智 美
(熊本電波)

楠 野
(旭

由 佳

リ )

稲 沢
(石

理 代
川)

堀 内 智 美
(都 城)
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競技成績記録用紙
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=個人戦=
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■案内図

岐阜メモ| アルセンター (競技会場)

回園

■交通のご案内
駐車場が充分にございませんので、ご来場の際には、

バス等の公共交通機関を利用 してお越 しくださいま

すよう、ご協力お願いいたします。

〈電車をご利用の場合〉

財団法人岐阜メモリアルセンター

〒502岐阜市長良福光大野 2675-28
丁EL(058)233-8822(代 )
FAX(058)231-3484

正

木

岐阜北警察●

至
本
巣 名鉄忠節駅｀`｀

ミユ レネサンスホテル

柳 ヶ瀬

(代表者会議会場)
長良橋

岐阜城

A金 華山
至美濃

岐阜
各務原

至東京

―宮 LC

至東京

東

海
疑
陸
．道

・JR岐阜駅または 鉄新岐阜駅から

岐阜市営バスまたは岐阜乗合バスで…約20分

・新幹線岐阜羽島駅から、名鉄竹鼻羽島線で

新岐阜駅まで行き、そこからバスで…約1時間

〈車をご利用の場合〉

・名神高速岐阜羽島ICか ら

岐阜環状線経由で…約40分

。名神高速一冨ICか ら

国道22号 を北進 し、岐阜市街経由で…約50分

。東海北陸自動車道岐阜各務原ICか ら

至
秀婆   国道21号 を西進 し、 岐阜市街経由で…約40分

|.C

至
揖
斐―

―
卜
Φ
Ｉ
‐

至
大
阪

至
大
垣

大

穂積
大橋

岐阜 ^
県庁●

国
道
２２
号
線

岐阜

岐阜羽島 LC 名神高速道路

０

■

０
■

東海道本緑

島大橋

忠節橋 金華橋

新岐阜駅
高山

本線

名鉄竹鼻
名
鉄
名
古
屋
本
線

東海道新幹線

名古

至豊橋

長 良川

０
■
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祝  第32回全国高等専門学校体育大会

信 頼 と安 心 の プラン ド

日本の旅は
一 」シコ融7-手

世界の旅は
一
人ノ覇 識 ″ ――′'‐″=…｀
 panorallla
③名鉄観光鞣要≦最

新岐阜駅前支店

′
「
EL〈 058〉 262-1177 0 FAX〈 058〉 262-1200

〒500岐阜市神田町8-16運輸大臣登録 第55号一般旅行業

昭和ぶりんと
岐阜市岩崎 1の 12の 3

丁 E L058-294-8781

F A X058-294-8367

E―ma‖ m―otake@ktroadЮ r」 p

〒502



祝  第32回全国高等専門学校体育大会

消防・防災設備・販売・工事・点検

J《ヨ有限会社 森 嘉 防 災
本   社
¬=502

安八営業所
¬=503-04

岐 阜 市 南 憚 4丁 目 84番 地 の 2
丁巨L058-294-2789(イ式:坂受) FAX 058-294-3453

岐 阜 県 安 八 郡 安 八 町 東 結 1059番 地 の 1‐
T~1三 L_0584-62-5595         FiAX 0584-62-6937

OAと文具の総合販売 ―おかげさまで半世紀―

株式会社 コ11口 I
l   ▼ 修

営  業  部 〒502
丁 AKASHU

岐 阜 市 萱 場 南 1丁 目 15番 地
・
丁EL 058(295)5515
FAX 058(295)6868
岐 阜 市 西 野 町 6丁 目 2番 地
下圧L058(252)0214
FAX 058(253)7577

本社兼小売部  〒500

信頼と向上を追求し21世紀への感謝のEPをめざす
―
営 業 品 目

―
省熱練化 。自動化システム装置

マ ル イ
試験研究のトータルシステム装置

株 式 会 社
コンピュータ制御型各種試験装置

MARUl 電気・油圧サーボ式各種試験装置

高圧・振動・クリープ。各試験装置

園井麒 験機

S:NCE 1920

セメント及コンクリート試験機

東京営業所/〒 105東京都港区芝公園2丁目9-12

大阪営業所/〒 536大阪市城東区中央1丁 目11-1

名古屋営業所/〒 460名古屋市中区大須4丁目14-26

九州営業所/〒 812福岡市博多区博多駅南1丁目3-8

貿 易 部/〒 536大阪市城東区中央1丁目11-1

803)3434-4717他

8(06)934-1021側

8052)242-29950

8092)411-09500

●(06)930-7∞ 10

FAX(03)3437-2727

融X(∞ )934-1027

FAX(052)242-2997

FAX(092)472-2266

臥X(∞ )930-7802

土 質及アス ファル ト試 験 機

非 破 壊 試 験 器 及 装 置

環境熱学試験設備及機器装置

水 理 実 験 機 器



祝  第32回全国高等専門学校体育大会

感動あふれる元気なスポーツ施設をお届けしていま
口
九

スポーツを愛するすべての人 の々ために、感動あふれるスボーツ施設をつくりたい・

奥アンツーカは地域の環境と調和と創造をテーマに、

陸 11競技場をはじめ野球場、テニスコート、球技場、体育館、プールなど、

あらゆるスボーツ施設の設計・施 liを行っています。

常に豊かな構想力とすぐれた技術力で挑戦。

次代を見据えたスボーツコミュニティを提案しています。

」L  _   人・夢・スポーツコミュニケーション

硼D奥アンツーカ株式会社
名古屋支店/〒 451名古屋市西区名西1-24-158(052)531-4411

本社・営業本部/〒 541大阪市中央区博労町4-5-38(06)252-3333

岐阜営業所/〒 502岐 阜市菅生 1-4-17-B-6● (058)231-1519

■

」■D

“

亀

″

1ド
の霧l考 )ヅ/f

ダ:Wli41トノ
°`

Tヽ'            V J′
´

破阜乗合自動車嚇

岐北旅行センター

〒502岐 阜 市粟 野東 4丁 目106番 地
[[｀ EL〈 058〉237-5788 F:AX〈 058〉 237-5722

スポーツ用品専門店
⌒

⑤竹申灰ボーツ
(本店)岐阜市玉宮町2丁目(駅前通り)
コルフワールドタケナカ 岐阜市金宝町2丁目1の i

T巨 L058(264)2200職 |

TEL058(266)9555

株式会社



祝  第32回全国高等専門学校体育大会

ご宿泊 (181室)各種宴会に

お気軽に御利用下さい

ぐ,多 ]日]J[b雨アlb
岐阜市金町 8-20(JR岐阜駅前 )
a058-265-4111《 句

9r h7t.t' 7"U7)-Z 5F 7<-)t>) V<t)7
割    烹

`飾

う 4F h7t2o>) fi=71-i=
日本料理十霧見
ステーキ&レストラン

"フ
硼レフェ BlF 日 本 料 理 左  近

人と地球とハザマの未来を感じてほしい

m
株式会社 間  組

名古屋支店
取 締  役
支  店  長 山野 内 章

〒460名 古屋市 中区錦 21■」4番 16号
´
「
EL(052)204-1304

岐阜営業所
所    長

〒500岐阜市北一色 3J‐ 目10番地 5
TEL(058)245-5810

ｎ
ｕ

古 川 康 男



祝  第32回全国高等専門学校体育大会

超 精 密 金 型 製 造

精 密 プ レス 部 品 加 工

KOメ

日電精密工業株式会社
取締役社長 吉 田 唯 行

大垣市三塚町336の 1 電話〈0584〉 81-6321Q

卒業アプリ ムヾ・一般出張・平安閣写場・サンピア写場

お正月・成人式・七五三・子供衣裳レンタル

平和写真館
HEIヽVい、PHC)甲O ST∪ DIO

但 馬 和 子

本巣郡北方町小柳2丁目118(グリーンロード沿い)

丁EL058〈 324〉 0102

北方 (058)

5欄

タクシーの

御用命は
親  切
安全第一の

本巣タクシー

タクシーの
御用命は

親  切

租Fl責 (058)

容 06…
本巣タクシー

安全第一の



祝  第32回全国高等専門学校体育大会

老丼建設株式会社
代表及締イ久 老 丼 貞 え

嗅 隼 市 絆 ム 字 長 瀬 453春 地の 1
TEL 058-239-386■ (代)

FAX 058-239-3863

書 籍・雑 誌・文 具・教 材・教科書

基盟 田文書皇
本巣郡北方町

俵町店 容 (058)324-0144

仲町店 雪 (058)324-1925

AICHI
CHUBOU

Kitchen
Equipment

給 食 用 調 理 機 械 製 作・厨 房 設 備 設 計 施 行

建築 li事業 管 Iコ i業 59第 41178号

有限会社 愛知厨 房製作所
〒491愛 知 県 一 宮 市 新 生 3-1
TEL〈 0586〉 45-8
FAX〈 0586〉 45-8

５

４

６

１
■・

７

５

一７

０

０



祝  第32回全国高等専門学校体育大会

0 西濃印刷株式会社 会社案内・学校案内・カタログ・バンフレット

図録・要覧・記念誌・同窓会名簿・DM
CD―ROM制作・電算用フォームほか

本社 工場 〒6∞ 餃阜市七軒口15番地    TEL 058(2“)4101
名古屋言葉所 〒451名古屋市西区浄心本通3‐45 TEL()52(524)5611

FAX 058(`モ 13)4104

FAX 052(524)1〔 23

電気設備 工事設計施工

自動制御計装工事設計施工

自火報設備工事設計施工

冷 暖 房 工 事 設 計 施 工

三 菱 深 夜 電 気 温 水 器

中部電カサービス協力店

ノ
/

/′ 末永電気株式会社
代表取締役  末 永  守

本   社 岐 阜 県揖 斐 郡 揖 斐 川 町極 楽 寺 116-3
TEL(0585)22-2148は )・ FAX(0585)23-1208

大 垣 市 中 野 町 3丁 目 40-1
TEL(0584)78-6006 0  FAX(0584)78-5833

店支一日
一
芋
′
．
大

おかげさまで西濃印刷株式会社は

会社設立【Ю周年。

『
静

お陰様で当社も今年、会社設立100周年
を迎える運びとなりました。これも偏にお

客様をはじめ関係各位のこ厚情のたまもの

と深く感謝いたしております。

今後とも「歴史は古く、感覚と技術は常に

新しい」会社を目指し、社員―同精一杯努力

して行く所存です。     ||

嗣



祝 第32回全国高等専門学校体育大会

協賛金御協力企業一覧

企   業   名

有限会社 愛知厨房製作所

電化サロン アサノ

岩井建設株式会社

奥アンツーカ株式会社

有限会社 岐阜ビルクリーナー

株式会社 小見山家具製作所

株式会社 三協

株式会社 ジムブレーン

株式会社 装園

株式会社 竹中スポーツ

中部公営事業株式会社

トーギ株式会社

企   業   名

日本ゼネラルフード株式会社

株式会社 浜善装飾

富士通システムコンストラクション (株 )

フューチャイン岐阜

前野カーテン

株式会社 名工社

株式会社 メイテック

有限会社 森嘉防災

本巣タクシー株式会社
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tr Taikai slogan :

翔 べ 〃
′ 」
'J    

● ●

―CENTRAL JAPAN―

感動空間へ

tr Symbol Mark :

tr Charge :

東海・北陸地区

α%咤″ Й″レ
"


